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令和 5 年度第 1 回子ども・子育て会議 議事録 

 

1.日時 

令和 6 年 2 月 8 日（木）10：00～12：00 

 

2.場所 

和歌山市勤労者総合センター6 階 文化ホール 

 

3.会議次第 

１ 開会 

２ 福祉局長挨拶 

３ 委員紹介 

４ 会長・副会長選任 

５ 議題 

（１）第二期和歌山市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について 

（２）第三期和歌山市子ども・子育て支援事業計画の策定について 

（３）市立保育所の今後の在り方について 

（４）特定教育・保育施設の利用定員について 

（５）その他 

６ 閉会 

 

4.会議資料 

・資料１ 第二期和歌山市子ども・子育て支援事業計画進捗状況 

（１）子ども・子育て施策の展開（計画第４章部分）進捗状況 

（２）新たな取組一覧表 

（３）教育・保育事業等の充実（計画第５章部分）進捗状況 

・資料２ 第三期和歌山市子ども・子育て支援事業計画の策定について 

・資料３ 市立保育所の今後の在り方について 

・資料４ 特定教育・保育施設の利用定員について 
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司会 

定刻となりましたので、ただいまから令和 5 年度和歌山市子ども・子育て会議を開催い

たします。 

本日の司会を務めさせていただきます子育て支援課・子育て企画班長の辻と申します。 

よろしくお願いいたします。 

本日の会議は、委員 19 人のうち 13 人の委員の方の出席をいただいておりますので、和

歌山市子ども・子育て会議条例第 6 条第 3 項の規定に基づき、本会議が成立しております

ことをご報告いたします。 

また、議事録作成のために本会議をレコーディングさせていただきますので、ご了承く

ださい。 

出席委員の皆様方のご紹介を 50 音順で読み上げさせていただきます。 

 

（委員挨拶）～ 

 

司会 

以上が本日の出席委員となります。それでは、福祉局長の南よりご挨拶申し上げます。 

 

福祉局長 

皆さんおはようございます。福祉局長の南でございます。 

開催にあたり一言ご挨拶申し上げます。 

本日は公私とも大変お忙しい中、本会議にご出席いただきまして、誠にありがとうござい

ます。 

また平素は本市の児童福祉行政の推進にご理解とご協力をいただきまして、誠にありが

とうございます。 

この会議につきましては、子ども・子育て支援新制度が始まったことにより、幼児期の学

校教育保育の地域の子ども・子育て支援を総合的に推進するということで設置されており

ます。 

本日の会議では、現計画の進捗状況、そして次期計画の策定についてなど、多岐にわたり、

議題がありますが、限られた時間ではありますが、本市の次世代を担う子どもたちのため、

どうぞご活発なご意見、ご提言をいただきますようお願い申し上げまして、簡単ではござい

ますが、挨拶とさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

司会 

（資料確認） 
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司会 

本日の会議は、委員の皆さんを新たに委嘱させていただいて初めて開催する会議となり

ますので、和歌山市子ども・子育て会議条例第 5 条第 1 項に基づき会長、副会長の選出を

お願いしたいと思っていますが、事務局案を紹介させていただいてよろしいでしょうか。 

 

（拍手） 

 

子育て支援課長 

はい、ありがとうございます。それでは、事務局からご提案させていただきます。会長に

は二宮 衆一様、副会長には小笠原 眞弓様にお願いできればと思っていますが、よろしい

でしょうか。 

 

（拍手） 

 

司会 

ありがとうございます。 

それでは、会長に二宮衆一委員、副会長に小笠原眞弓委員が選任されました。 

二宮会長、小笠原副会長、よろしくお願いいたします。恐れ入りますが、所定の席へ移動

をお願いします。 

代表して、二宮会長、就任のご挨拶をお願いします。 

 

会長 

皆様改めましておはようございます。 

今会長の方に推薦、承認をしていただきましたので、今期の子ども・子育て会議の会長を

務めさせていただきます。和歌山大学の二宮と申します。 

今期の会議は、先ほど南局長の方からありましたように、現在進行している計画の進捗状

況とともに、来年度につきましては第三期の計画を策定するという非常に大事な仕事が待

っております。来年度は事務局の方からも、何回か会議を開催する予定であるというように

聞いております。 

和歌山市の子どもたちの成長・発達、子育ての支援といったものをより豊かにしていくた

めに、この会議において、皆様のご意見、ご協力を賜ればと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 

事務局 

ありがとうございました。 

本日の会議は、11 時 45 分を終了予定としています。 
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それでは、二宮会長、和歌山市子ども・子育て会議条例第 6 条第 2 項に基づき、議事進行

のほどよろしくお願いいたします。 

 

会長 

それではこれより、議長を務めさせていただきます。 

議事進行につきましては、皆様のご協力をいただきますと、ありがたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

では会議次第に基づきまして、会議を進めて参りたいと思います。 

初めに、議題 1、第二期和歌山市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況についてになり

ます。事務局の方から説明をお願いいたします。 

 

子育て支援課副課長 

それでは、第二期和歌山市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について、配布してお

ります資料 1（1）から（3）を見ていただきながら、「子ども・子育て施策の展開（計画第

4 章部分）の進捗状況」、「新たな取組一覧表」、「教育・保育事業等の充実（計画第 5 章部分）

の進捗状況」について、順番にご報告します。 

まず、資料 1（1）「子ども・子育て施策の展開（計画第 4 章部分の進捗状況）から報告しま

す。全体の進捗状況ですが、本計画では 6 つの基本目標に基づき施策を進めており、全 156

施策中、計画策定時に令和 6 年度目標値を設定している施策が 113 施策あります。その内、

昨年令和 4 年度に目標値に達した施策数は 48 施策となっています。 

（地域保健課） 

それでは、1 ページから 11 ページまで、「基本目標 1 子どもの健やかな成長を支える母

子保健事業の充実」についての進捗状況です。令和 4 年度に令和 6 年度目標値を達成した

事業は、約 2 割となっています。その中でも、2 ページ 7 番「こんにちは赤ちゃん事業・新

生児訪問指導」、6 ページ 16 番「乳幼児歯科検診及びむし歯予防の充実」については、着実

に実績を伸ばしております。 

（保育こども園課） 

次に、12 ページから 26 ページ、「基本目標 2 子育てしやすい環境整備の充実」です。 

こちらも一部コロナの影響で実績が下回っている施策がありますが、約 3 割を超える施策

において令和 6 年度目標値を達成しています。その中で、昨年同様 12 ページ 29 番「一時

預かり事業の充実」は私立幼稚園の中で新制度へ移行した幼稚園が一時預かり事業を実施

し始めたことで、実施箇所数が増加となっています。 

（保育こども園課） 

次に 27 ページから 34 ページ、「基本目標 3 就学前教育・保育事業と地域子ども・子育

て支援事業の充実」について、令和 4 年度実績は、一部コロナの影響で実績が下回っている

施策がありますが、約 2 割を超える施策において令和 6 年度目標値を達成しています。そ
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の中で、31 ページ 66 番「延長保育の充実」について、令和 4 年実績で令和 6 年度目標値を

達成しています。今後も保護者の就労時間等の需要に応じて、延長保育を実施していきます。 

（こども総合支援センター） 

次に 35 ページから 46 ページから、「基本目標 4 様々な家庭への支援の充実」について、

令和 4 年度実績は、こちらも一部コロナの影響で実績が下回っている施策がありますが、

約 1 割を超える施策において、令和 6 年度目標値を達成しています。その中で、44 ページ、

102 番「子どもの虐待防止に対するネットワークの充実」について、令和 4 年度は令和 6 年

度目標値をはるかに上回る開催数となり、子供の虐待防止に向け、民生委員・児童委員をは

じめとする地域住民と保健所・保育所・学校などの子供に関わる行政機関との連携が強化さ

れています。 

（少年センター） 

次に、47 ページから 69 ページ、「基本目標 5 子供・若者の育成支援の充実」について、

令和 4 年度実績で令和 6 年度目標値を達成している施策は約 4 割となっており、その中で、

59 ページ 132 番「非行防止のための推進」については、子どもたちの健全育成のため、ゲ

ームセンターや大型商業施設等へ街頭補導の回数が大幅に多くなりました。 

（地域保健課） 

次に、70 ページから 92 ページ、「基本目標 6 子供の貧困対策の充実」について、 

令和 4 年度実績で令和 6 年度目標値を達成している施策は約 1 割となっており、その中で、 

79 ページ 22 番の乳幼児健診での情報提供実施回数において、乳幼児健診審査事業や離 

乳食講習会等を通じて着実に情報提供の実施回数が増加しています。 

以上、基本目標 1 から 6 において説明させていただきました。 

子ども子育て施策展開計画第 4 章部分進捗状況につきまして、事務、事務局からの報告は

以上です。 

 

会長 

はい。ありがとうございました。 

それでは、今の報告につきましてご質問等ありましたら、お願いします。 

 

委員 

37 ページ 83 番、トワイライトステイという項目がありますが、これ 6 年度の目標 150 人

で、4 年度 7 名、5 年度 2 人という、ちょっと目標に対しては、非常に寂しい数字になって

るんですが、このあたりの原因とか、どのように考えていらっしゃるんでしょうか。 

 

こども総合支援センター長 

先ほどの委員のご質問に対してお答えします。よろしくお願いします。 

こちらの方が、目標値をはるかに下回る数字になっております。こちらは、内容に書いて
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おりますように、夜間や休日に家庭で養育できない子どもを預かったり、食事の提供をする

という事業となっております。 

やはり夜間ということもありまして、マッチングが非常に困難という状況もありまして、

その辺で、なかなか利用者のニーズもあるんですが、少し対応ができていない、伸び悩んで

いるというところになっております。以上です。 

 

会長 

はい。ありがとうございました。 

 

委員 

今後もこの事業は継続して行われていかれるんですよね。それならば、具体的な対策がい

ると思うんですが、いかがでしょう。 

 

こども総合支援センター長 

継続についてはもちろん、そのまま引き続きしていくんですけども、確かにおっしゃる通

り、目標に対して著しく低い数値となっておりますので、このあたりの見直しは、どうかと

考えております。これについてはまた検討させていただきたいと思います。 

 

委員 

分かりました、ありがとうございます。 

 

会長 

はい、ありがとうございました。 

それでは、他の方々、いかがでしょうか。 

 

委員 

説明してくれたんやけども、先ほどの質問に対して、やったものだけ言ってくれるんじゃ

なくて、言い方が悪いけど、できなかったことをまず言う。一番できなかったものを言わな

いと。 

皆さん今おっしゃったように、やっぱりできてないのはなぜなのか、これは必要なのか、

先ほど、センター長おっしゃった見直すって言うならば、どう見直していくのか、数字を落

とすなら、どう数字を落とすのかということを議論しないと良くならないと思います。だか

らその中で反省したものを言うてよ。そうしたら我々もそのあたり、非常にわかりやすくて、

この部分を皆で議論して、方向性を決めていけると思うんやけど。要するに同じ言うてくれ

るんやったら、僕はその方がいいと思います。 
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会長 

はい。ありがとうございます。 

確かにおっしゃるように、全体を通して、目標の達成率も一番高いところで 40％という

ことですので、決して高い数字とは言えないかなと思います。 

その辺り、例えば、この事業計画の中の 1 番、2 番、3 番、4 番と大きい数字があります

ので、それぞれについて補足的に、改善の余地があるという点について事務局側であるよう

でしたら、そちらの方を少し補足していただけたらと思います。 

 

子育て支援課長 

すみません、今委員おっしゃっていただいた、できなかった部分の反省も踏まえて各施策

を検討すべきとのお話につきましては、先ほど会長からも説明があったように進捗が全体

的に 4 割くらいと、6 年度の目標値とは言え、達成度は決して良いとも言えないというのは

確かであると思います。 

全体的な話としては、どうしても令和 2 年度からのコロナウイルス感染症対策で、会議

や研修、いろいろ啓発的な事業、なかなか全体でできなかったのは、各担当課にとっても確

かな要因であると思います。 

実際できていないところに関しては、これから議論して、第三期の計画に向けて反省点を

生かしながら進めていければと思いますので、全体的な話で申し訳ないんですけれども、次

の計画に沿って、活かしていける方向で取り組んでいきたいと思います。 

また、6 年度に関しては、委員におっしゃっていただいたように実績が達していないとこ

ろについて報告ができるようにしておきたいと思います。以上です。 

 

副会長 

同じことを私も感じてたんですけども、今後の方向性として、「見直し」、それから「廃止」

と書いているんですけども、この見直し・検討の部分について何の説明もなかったかなと思

いますので、審議事項の中で、市立保育所の今後のあり方とか、少子化の関係でありつつ保

育士不足ということもありますけども、少し説明していただきたいと思います。 

30 ページの就学前教育・保育事業と地域子ども・子育て支援事業の充実の 64、65 番が

「検討」となっております。お願いいたします。 

 

会長 

それでは、事務局あるいは担当課の方からよろしくお願いいたします。 

 

子育て支援課長 

子育て支援課です。 

64 番の認定こども園の件で見直し、検討させていただいております。この後の議題でも
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説明させていただく予定ですが、前回の令和 5 年の 2 月の子ども・子育て会議において、

それまで平成 27 年から認定こども園整備計画に沿って進めてきたんですけども、公立幼稚

園、保育所を認定こども園に統廃合していくという計画において、2 園の認定こども園がで

きている状況です。 

平成 27 年から令和 6 年までに本来 10 年間の間に、市内全体の幼稚園、保育所を統廃合

していくという計画でしたが、なかなか進んでおらず、2 園に留まっている状況で、前回の

2 月の子ども・子育て会議で一旦振り返って、認定こども園計画を凍結して、今後、公立の

保育所幼稚園、待機児童の解消にもあるんですけども、依然として、公立の保育所で待機児

童が発生している状況です。 

保育所の老朽化施設も老朽化してる中で、この後説明させていただくんですけども、老朽

化対策も含めて、そういう方向性で進めさせていただきたいと考えております。以上です。 

 

会長 

はい、ありがとうございました。 

どなたか質問はありますか。 

では、よろしくお願いいたします。 

 

委員 

ありがとうございます。 

私、こども 3 人いるんですけども今回読ませていただいて、こんなにたくさん色々なこ

とをしていただいていることを知って、皆にもっと知ってもらいたいってすごい思いまし

た。 

ありがとうございます。 

最初から読ませていただいたら、1 つすごい分かりやすいのがあって、総務企画課の 11

ページです。実施状況、今後どうしますっていうのが、ちゃんと書いてあって、上から、国

から県から言われて大変だとは思うんですけども、議員さんに決められてる部分とかやら

ないといけないこととかあるとは思うんですけども、このあたり考えてくださってる人が

集まっていて、わかりやすく書いていただいていると思います。ただ、せっかくやってくだ

さっているのにすぐに流れてしまっている気がします。 

私、家庭教師をやっていて思うのですが、どこをどうしたらいいかっていうのをお互い分

かっている方がいいかなって思います。みんな楽しく行ってほしいと思っているので、本当

にいろいろあるとは思うんですけども、そのあたりを変えていってもらえたらなと思いま

す。お返事は大丈夫です。ありがとうございます。 

 

 

会長 
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ありがとうございました。 

では、次の委員お願いします。 

 

委員 

大変な時代になりまして、本当に子供が少なくなり、高齢者が 30％越しましたので、い

よいよ少子高齢化の真っ只中にあるわけです。 

先ほどの、お答えいただいて、保育士不足ということがあると思います。今の若者たちに

保育者の魅力が伝わりきれてなくて、高校から大学を選んで、専門性を選んで、そこに集ま

る高校生が少ないんですね。 

そういうことも考えると、議題に加えていただきたいのは、行政側と現場の方々が何とか

して今の若い人たちにその魅力を発信する。その対策を一つやっていただけないかなと思

います。難しいことだと思うんですけども、これは、やっていかなければなりません。 

それから先ほどおっしゃったように、これだけたくさんの施策をしていただいて、全国の

施策と比べても遜色ないと思うんですが、さっき言っていただいたように、若者、子育て世

代の方々にどれほど伝わっているのか、どれほど分かりやすく伝えられているのか、という

点について検討していただきたいと思います。 

もう 1 つは、企業との連携です。働き出したらすぐにこどもを預けたい、できたら小さい

こどもも預けたいお母さん、それも安心するところに。そういうお母さんは多いと思います。

一番良いのは自分が働くところに預けるところがあるということですね。それはとてもあ

りがたい、という若者たちの声を聞きます。そういうところも企業とともに考えていただけ

ればと思います。 

これらの点について提示させていただきたいと思います。以上です。 

 

会長 

ありがとうございます。それでは、3 点あります。 

多岐にわたる内容だとは思いますけども、それぞれについてよろしくお願いします。 

 

保育こども園課長 

１点目の部分で、保育士の魅力を発信するという要望だったんですけども、公立私立とも

に研修、交流の一環だと思うんですけども、毎年たくさんの学生さんたちが実習に見えられ

ます。 

そういったところで公立、私立ともに魅力を発信していっているところではあります。 

そしてまた、長い期間、園長している人間が行ってですね、実際には応援ということをさせ

ていただいています。 

そこで、具体的にこういった魅力があるということを伝えていきたいと考えております。 

3 点目の企業内保育の充実といいますか、そういったこともやっていけたらなってことにつ
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いてですけれど、事業者の部分について、そこの企業への運営費という形ではなくて、保育

料の部分なんですけども、その点については同一世帯で多子のお子さんをお持ちでしたら、

県の制度を活用して、市独自の保育料軽減策っていうものも行っておりますので、そういっ

たことで企業さんについても、アピールできる点になっているのではないかなというふう

には考えております。 

すみません、２点目のご質問をもう一度お願いできたらと思います。 

 

こども未来部長 

子育て施策の情報発信につきましては、今もインスタグラム含めＳＮＳとかですね、市報

などで広報させていただいてるところですけども、今後も若い世代の方に多岐にわたり情

報発信できるような施策を考えてやっていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

委員 

行政でやっていただいているのは分かるんですけども、行政だけではなくて、連携を取り

ながらやっていけば、いろんな知恵も出てきますし、発信もうまくいくのではないでしょう

か。こういう集まり、そういう意見を特化した形で、何かやらなければ。 

ちょっと大変だとは思いますけども県も市も皆にとって、子育て支援は、これからますま

す重要な施策となってくると思いますので、みんなで訴えていけたらなと思います。 

 

会長 

はい。ありがとうございます。期待もこめてということで、検討していただければと思い

ます。 

その他何かご意見はありますか。 

 

委員 

私立の保育所の状況ですが、この 8 ページの 1 番、5 歳児相談事業、ものすごい素晴らし

い事業です。今までは、この事業なかったんですけどもこれが始まってから、小学校に就学

するまでの子供について、いろいろとお母さん方にやっていただいたアンケートで、すばら

しい評価を得ています。 

ただ、去年度が 279、今年が 64、件数が少ないんです。10 月末現在で少ないんだと思い

ますが、もう少し多くないかなと思って、もしこの事業、今もそうですけど、大体今の、10

月全体くらいでどの程度までっていうふうなものをおっしゃっていただけてたら、良かっ

たんじゃないかと思います。10 月現在では、もっと件数が増えてるんじゃないかと思って

います。この事業は素晴らしい事業だと思いますので続けてお願いいたします。 

 

地域保健課 



11 

 

地域保健課です。よろしくお願いいたします。 

委員おっしゃられた 5 歳児相談事業、これは、より良い就学に向けてということで、市内の

幼稚園であるとか保育所であるとか、認定こども園に出向きまして、実際に集団の中での子

どもさんの様子を見させていただいて、その中で、次に、就学につなげるための相談を行う

事業です。教育委員会の方とも連携して、より良い就学に繋げていこうと考えているところ

です。 

このことについて、特にまた相談したいよっていう声が上がった方につきましては相談

という格好で進むので、必ずしも実績が上がらないから良くないというわけでございませ

ん。 

あと、この事業自体は、応援させていただいて気になるお子さんにつきましては、教育委

員会にいろいろな情報を共有しておりますので、今後も続けていきたいと考えておるとこ

ろです。よろしくお願いします。 

 

会長 

はい。ありがとうございます。 

 

委員 

全体としてはやっぱりちょっと、前回の子ども・子育て会議の方でちょっと先ほどおっし

ゃったように 1 つの欠点を潰していくという面ではちょっと、先ほど事務局からの報告は

不十分かなと思っております。 

それで個別の方に関しては、まず、医療の側面から言うと、6 番の産後ケア事業のところ

で、やっぱり産後ケアっていうのは重要かなということですが、今後アウトリーチ型の実施

も検討していく必要があると書いてあって、アウトリーチ型の検討というのはどういうこ

とか、ということが 1 点。 

それから、もう 1 つは、乳幼児健診なんですども、12 番の乳幼児健診事業のところで、

多分こども家庭庁が来年度からですね、1 ヶ月健診、5 歳児健診、5 歳児のこの事業との関

連、乳幼児健診も始まるということが言われてるんですね。 

乳幼児健診と 5 歳児の相談事業との兼ね合いっていう面についてどうお考えなのか教え

ていただきたいと思います。2 点お願いします。 

 

会長 

それでは、担当課の方からお願いします。 

 

地域保健課 

まず 6 番の産後ケア事業なんですけども、現在、宿泊型とデイサービス型、この 2 つを

実施しております。 
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宿泊型もデイサービス型も、その実施機関の方へ出向いて、母子がそこでサービスのケア

サービスを受けるっていう格好であるんですけども、アウトリーチ型につきましては、要す

るに助産師さんが、お宅に出向いてですね、そういった沐浴の準備であるとか、乳房のケア

であるとか、そういったものをお宅へ出向いてやるというサービスでして、これはまだ検討

段階です。 

続きまして 12 番。乳幼児健診の方ですけども、国の方からは 1 ヶ月健診と、5 歳児健診

というものを補助メニューとして考えて示されております。 

通常は 1 ヶ月健診については、お産みになったその産科の医療機関だけ、まず産婦さん

の健診も必要ですし、それから産まれたお子さんの検診という格好で、現状行われているか

と思います。 

これに対して、国の方も 1 ヶ月健診については、個別健診といいますか、医療機関の方

で、集団ではなくて医療機関の方で受けてくださいねってことを示しております。 

これについては、現状、実際検討はしている段階でございまして、例えばいつから実施す

るとか、どういった枠組みで実施するかは、まだ本市においては検討している段階です。 

県からもいろいろな情報はいただいて、そういった県からの情報も踏まえてまた検討し

ているところです。 

もう 1 つ、5 歳児相談、5 歳児の健診との兼ね合いというところなんですけれども、もと

もとの今私どもでやってる相談っていうのは、就学に向けてっていうことですので、いわゆ

るその小学校に入る 1 年前のお子さんを対象にして実施しております。 

国から示されてるのが年中さんの実施ということで言われておりますので、私どもが今

実施してる検診と対象年齢が 1 年ずれるんです。 

そこらもありまして、何かちょっと 5 歳児の時点で発達の遅れがないか、そういったと

ころも踏まえて 5 歳児に対して検診ということで打ち出されています。ただ、現在本市に

おいては 5 歳児相談っていう格好で実施する事業と、確かにまだまだ住み分けっていうか、

対象をどうしてるかとか、そのあたりから全部考えていかなあかんので、これもまた申し訳

ないですが、検討しているところです。 

これらは年末ぐらいに国の方から示されたところですので、県から、他市からの情報とか

もいろいろ調べながら、今ちょっと随時検討中でございます。 

ちょっと答えになってなくて申し訳ないですが、よろしくお願いいたします。 

 

会長 

はい。ありがとうございました。 

 

委員 

年長さんになってから、入学前では遅いんじゃないかということで、もし早くできたらい

いと思います。直接関わっている先生もそう思われてて、和歌山市頑張っていくんだったら、



13 

 

国や県に先立って取り上げて、待つんではなくて、やっていきませんか。 

現場の方も、先生方、現場で本当にやきもきしながらおられると思いますし、保護者の方

にもご理解いただいて、そして、この進路を決めるっていうとても大事な時期ですので、待

つのではなくて、すべきではないかと私は思います。よろしくお願いいたします。 

 

会長 

はい。ありがとうございます。 

この後ですね、まだ事業の策定等ありますので、あと 2 人で一旦切らせていただいてよ

ろしいでしょうか。それでは、お願いします。 

 

委員 

できていないところの整理の仕方ということをご提案いただきました。 

いろいろ多岐にわたってましてですね、できてないかというところを幾つか分類して、例え

ば周知不足で知らない、それと、ニーズがないなど。 

背景として、例えば、先ほど非行防止のための見回りのところなんですけど背景としてそ

ういう必要があるから、やらなかった。非行がなくなったり少なくなればそういう必要性も

なくなるんだと思います。 

あと使いづらいというようなことも問題だと思います。たくさんの項目あるんですけど

も、私らもこれ全部、把握できてるわけじゃなしに、それぞれ専門分野のところを深堀して

見てると思います。使う方も、幅広くじゃなく、私の子どもがこうなんで、こういうのがあ

ったらというときに、一本でパチッとはまるような制度をわかりやすく、お示しいただきた

いなと。 

ですから、そこを実施状況課題とか、取組方針とか、ものすごい日本語の量が多いんです

ね。たくさん一生懸命やってくれてんだなというイメージにはなるんですよ。読んでみると

ですね、非常に申し訳ないんですけど、こちらの左っ側の内容のところをコピーしてるって

いう、こういうことやりましたとか。当たり前のことなんですよ。だから、本当に日本語の

量に我々としては、ちょっと翻弄されてしまうところがあるんで、もう本当に単文というか、

箇条書きでいいので、ピンポイントで整理していって、しかも使う側にもですね、非常にわ

かりやすい形でご提示いただくのが本質じゃないかなというと思います。 

これは意見です。回答はいりません。 

 

会長 

はい。ありがとうございました。 

では、次の方よろしくお願いします。 

 

委員 
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まず、28 ページの利用者支援事業の件なんですけども、家庭へ出向けるような相談体制

を整えたいということですが、これはプランナー事業になりますか。 

それと、32 ページの休日保育の件で、予算がついていなく、これは実在してる状態とか申

し込みがある状態なんでしょうか。教えていただきたいです。よろしくお願いします。 

 

子育て支援課長 

プランナー事業は、家庭に出向けるような相談体制を進めたいというところでして、来年

度のプランナーの人数についても、拡充に向けて検討を進めております。何とか相談に来て

いただいて相談を受けるというだけでなく、家庭に出向いて相談にのるということができ

ればと思います。先ほどの話にもありましたがアウトリーチのような形で相談を聞いて、施

策につなげることができればと思っております。 

後半の部分をもう一度おっしゃっていただいてもよろしいでしょうか。 

 

委員 

もう一点は休日保育について、32 ページです。この 1 ヶ所ってあるんですけれども、ち

ょっとどこの園かわからないんですけれども、予算がついてないですし、稼働してるのか、

申し込みがあるのかといったところを教えていただきたいです。 

 

保育こども園課長 

休日保育事業についてはですね、杭ノ瀬保育所の方で実施しております。 

実施状況なんですけども、令和 4 年度のところで、49 名が利用しております。延べ利用

日数にすると 74 日になっております。 

 

会長 

はい。ありがとうございました。 

では 1 つ目の議題の進捗状況についての質疑応答は終わらせていただきたいと思います。 

他にもう少し聞きたい点等あると思いますので、そちらの方は事務局の方に連絡していた

だければ、回答してもらえるというように伺っておりますので、そちらを利用していただけ

ればと思います。 

委員の方々からご指摘があったと思いますが、来年度につきましては、進捗状況の報告の

仕方について改善したいということでした。 

特に、できたところはもちろんですけれども、不十分になっているところ。その辺りにつ

きまして、重点的に報告していただけたらと思います。もちろんその達成率のところでは

100％の達成率になっていますけども、難しい部分もあるとは思います。予防接種であれば、

99.7％、100％は難しいかと。 

そういったことも含めまして、達成状況が低いところを重点的に取り組んでいただけた
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らなと思います。 

それでは次の議題ということで、新たな取組一覧についての報告をお願いします。 

 

事務局 

それでは、資料 1（2）「新たな取組一覧表」について、事務局よりご報告いたします。 

「産前産後期間の保険料減額措置」は、出産の予定日（出産日）が属する月の前月から出産

の予定日（出産日）が属する月の翌々月の計 4 か月分の保険料を減額します。多胎妊娠・出

産の場合は、出産の予定日（出産日）が属する月の 3 か月前から 6 か月間を減額します。令

和 5 年度は、令和 5 年 11 月以降に出産する予定または出産した被保険者が対象となってい

ます。 

「新たな取組一覧表」につきまして、事務局からの報告は以上です。 

 

会長 

ご報告ありがとうございました。こちらの報告につきまして何か質問等はありますか。 

それでは特に質問がなさそうですので、次の議題の方に進ませていただきたいと思います。 

次の議題は、教育・保育事業等の充実の進捗状況、第 5 章です。こちらの方の報告をよろ

しくお願いします。 

 

事務局 

それでは、資料 1（3）の「教育・保育事業等の充実（計画第 5 章部分）進捗状況」につ

いて、ご報告いたします。 

1 ページは、市内全域の「教育・保育の提供体制の確保内容」です。最上段の表は、「令

和 5 年度 11 月 1 日時点の確保量」の状況です。1 号、2 号、 3 号認定の区分ごとの本年

度の入園者数、その下に確保内容として、特定教育・保育施設等 の確保数（定員数）を記

載しています。差引きは、入所者数と確保内容の差になっています。その下は、令和 5 年 11 

月 1 日時点の待機児童数になります。 

次に、2 段目、3 段目の表は、「和歌山市子ども・子育て支援事業計画」に記載されてい

る数値です。2 ページから 7 ページは、1 ブロックから 6 ブロックの状況になります。各

ページとも同じように見ていただければと思います。 

次に 8 ページをご覧ください。「地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制

の確保の内容」で、左から、13 事業の令和 2 年度、令和 6 年度の計画における確保見込

み、令和 3 年度の実績、令和 4 年度 10 月末時点の実績値、令和 4 年度末の実績、令和 5 年

10 月末時点の実績値となっています。 

「教育・保育事業等の充実（計画第 5 章部分）進捗状況」 につきまして、事務局からの

報告は以上です。 
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会長 

はい、ご報告ありがとうございました。それでは、質問の方をよろしくお願いいたします。 

 

委員 

非常に数字が多くてですね、事務局として何か、この数字で特徴とか問題点、ご説明いた

だいて、いいのかなと思います。ちょっとこれだけ見てもよく分からないです。 

 

子育て支援課長 

1 ページから 7 ページは、教育・保育の量の見込みに対する確保方策というところで、実

際の入園者数に対する量の見込み、表の 2 段目が教育・保育の量の見込みに対する確保方

策の第二期の子ども・子育て支援事業計画で策定してる数値になってます。これが令和 2 年

度から令和 6 年度まで、どういうふうに推移しているかというのを載せております。 

数字上の話になってしまうんですけども、一応保育所、幼稚園の施設数、定員の設定に対

して、実際の必要量の見込みを載せていますが、②番入園者数から、この量の見込みを引い

て、確保状況としては下に数字で、これがマイナスになっている数値の箇所が、確保できて

ないところになります。 

全体の数字は 1 ページにでていまして、2 ページから 7 ページに、第 1 ブロックから第 6

ブロックまで載せさせてもらっています。第 4 ブロックの 1 歳児のところがちょっとマイ

ナスで確保できていないというところでありまして、この辺りは確保する方策として、保育

所、認定こども園、公立、民間、それぞれ合わせた施設整備しながら、保育士さんの確保も

含めて、確保量の見込みとして、皆さんに入園できるようにしていく必要があると思ってお

ります。以上です。 

 

委員 

素人目に見て、誰が見ても、これ待機児童って少ない方がいいんやなってわかるんですけ

ど、この 58 というのが、どうなのか、やむを得ないものなのか、改善できるのか、やっぱ

その辺がわかりやすい説明をお願いします。今のご説明はちょっと専門的で分かりにくか

ったと思います。 

 

子育て支援課長 

待機児童の解消に向けまして、進捗のところで説明させていただきました。現状、施設の

定員がある状態ではあるんですけども、例えば 0 歳から 2 歳児の定員が不足しているとこ

ろもあったり、あとはそれに対して、保育士の確保ができていないというところで、現状待

機児童がでているところは事実です。これに関して、待機児童の解消に向けて、公立も民間

含めて、効果的な施設整備をやりながら、加えて保育士さんの確保も重点的な課題として、

うちの方で民間さんの力も借りながら取り組んでいかなければと考えております。 
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会長 

はい。ありがとうございました。 

保育施設と保育士の確保に努めていくというお話でした。 

それでは、次の議題について事務局の方から説明をお願いします。 

 

事務局 

それでは、資料 2 の第三期和歌山市子ども子育て支援事業計画の策定についてご説明い

たします。 

1 ページをご覧ください。 

「第二期和歌山市子ども・子育て支援事業計画」が令和 6 年度をもって終了することから、

令和 7 年度から令和 11 年度までを計画期間とする「第三期和歌山市子ども・子育て支援事

業計画」を策定します。 

計画の位置づけは、「第二期和歌山市子ども・子育て支援事業計画」は①、②、③、④の法

令に基づく計画と一体的に策定されました。 

 「第三期和歌山市子ども・子育て支援事業計画」では、上記計画に加え、こども基本法に

基づく「市町村こども計画」と一体的に策定します。こども基本法ではこども計画の策定に

あたっては、こどもの意見聴取と政策への反映が必要とされています。そのため、具体的な

方策は、まだ、未定ですが、本市においてもこどもの意見聴取の場を設け、政策へ反映でき

るよう取組む予定です。 

次に 2 ページをご覧ください。「和歌山市子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査に

ついて」、教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の現在の利用状況を把握し、保護者

に対する調査等を行い、これらを踏まえて教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量

の見込みを推計するため、「和歌山市子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査」を実施

します。 

次に 3 ページをご覧ください。令和 6 年度の第三期和歌山市子ども・子育て支援事業計

画策定スケジュール（案）となっています。 

 第三期計画の策定にあたっては来年度に子ども・子育て会議を 5 回程度実施し、前述の

ニーズ調査等を基に進めていくことになります。委員の皆様におかれましてはご多忙のと

ころ、恐縮ではございますがご協力をお願いいたします。 

なお、会議の開催時期や内容については、国から新たな指針が出た場合や計画策定の進捗

状況により変更する可能性があります。 

以上、今後のスケジュールについて説明をさせいただきました。 

「第三期和歌山市子ども・子育て支援事業計画の策定について」、説明は以上です。 

 

会長 
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はい、ありがとうございました。今事務局の方から第三期子ども・子育て支援事業計画に

ついて説明がありましたけれども、これにつきまして何か質問はございますか。 

 

委員 

ご質問並びに意見です。 

先ほどから聞かせていただいて、今回子ども会議の意見聴取ということで、保育士不足で

あったりとか、働き手不足などいろんな課題がある中で和歌山市全体で、今いる小学生、中

学生、高校生、大学生が和歌山でこのまま働こう、生活していこうという、夢を描けるよう

に我々が描いてあげて、見せてあげてっていうことがやっぱり我々の責務なんじゃないの

かなあというふう思っています。 

そういった点では、コロナで実施できていませんでしたけれども、中学生の職場体験とか、

また、あくまで働いてる方がいたりとかっていう、そういったときに、やっぱり地域と企業

と学校と子どもたちが一体となって、こんなことがあるんだっていう発見する体験を実際

感じていく。今は事業者さんが来て学校で授業してくれてると思うんですけど、そういうや

っぱり実体験型というところを少し、今後の計画の中に、もう少しいれていただけるといい

かなあというふうに思います。 

私、和歌山市の LINE も入れてまして、すごいいろんな情報がきまして、こんなこともや

ってる、こんなことがあるっていうふうに知れてすごくありがたいです。 

そういったことを伝えながら、ただ、大きな課題という中でもあったんですけど、課題の抽

出とそれに対する改善と言うところの流れは、少し横断的に取り組んでいく必要があると

思っています。すごく課題がたくさんある状態ですけどもこことここはこの課とこの課が

一緒にやっていけるねっていうところをもう少し決めて、メニューをまとめて、やっぱり課

の方々が横断的に、こども家庭庁ができたってこともありますし、一体となって次の計画を

策定していってほしいと思います。 

 

会長 

はい。ありがとうございました。 

事務局、あるいは担当課の方、よろしいでしょうか。 

 

子育て支援課長 

今おっしゃっていただいたように、今度の計画策定に向けて、やっぱりこの第二期の計画

の課題の洗い出しをしっかりしたうえで、施策をわかりやすく、皆さんが見やすい形に作り

上げていけるように来年度に向けてしっかり検討を進めていきたいと思いますので、子ど

も・子育て委員の皆様にご協力いただくこともあると思うんですけども今後ともよろしく

お願いいたします。 

 



19 

 

会長 

ありがとうございました。その他よろしいでしょうか。 

 

委員 

この子ども・子育て会議で 5 年間の中身を考えていかなきゃいけないので、回数は今ま

でのことを考えると多いとは思うんですけど、時間についてこれでしっかり足りているの

かなっていうのは感じます。議論すべきことはたくさんあると思うので、皆さん忙しいとは

思いますが、もう少し時間はあった方がいいのかなとは思いました。 

 

会長 

はい、ありがとうございました。 

今のところの予定としては、時間は同じように 1 時間 30 分から 2 時間で予定をされてお

りますが、この点いかがでしょうか。 

 

子育て支援課長 

今委員おっしゃっていただいたようにこの令和 6 年度計画策定スケジュールについてで

すが、あくまで案となっておりますので、今日いただいたご意見も踏まえて、5 回か、もっ

とやった方がいいのか、この後もちょっとお話させていただくんですけども部会の設置も

予定させていただいてる状況です。 

時間についても、今日は 1 時間 30 分とさせていただいてるんですけども、その時間で良い

のか、午前じゃなくて午後でしっかり時間を取った方がいいのか、部会の設置の事もありま

すので、そのあたりも含めて今後検討していけたらと思います。以上です。 

 

会長 

他によろしいでしょうか。 

 

委員 

では、私の方から一点教えていただきたいのですが、ニーズ調査についてですが、調査 1

と調査 2 の保護者を対象にした調査で、前回の回答率が 45％となっています。他の市町村

に関してもだいたいこのくらいの回収率となっています。なかなか回答率を上げるってい

うのは難しいとは思いますけども、参考までにこの点についてお聞かせいただけたらと思

います。 

 

子育て支援課長 

回収率に関してですが、他の市町村でも大体これぐらいの状況になっておりまして、郵送

での回収ということで、どうしてもこれくらいの数字になっています。 
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今後増やしていく方策につきましては、保護者さんの調査について、郵送で送って、その回

答をスマホや PC を使って Web で回収するということも今後検討を進めようかと考えてお

ります。以上です。 

 

会長 

はい。ありがとうございます。 

今は子供を育てている方は、郵送よりも Web での回答の方がしやすいのかなとは思いま

す。 

では、次の議題に移りたいと思います。 

市立保育所の今後のあり方について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

事務局 

市立保育所の今後の整備計画について、現在の市立保育所は、昭和 40 年代後半から 50 年

代に建てられているものが多くあります。将来に向け、地域における保育ニーズやそれぞれ

の施設の耐用年数等を踏まえ、計画的に整備を行っていく必要があります。 

また、こども家庭庁によると、令和 5 年 4 月 1 日時点で、全国の 86.7％の自治体で保育所

等における待機児童が解消されている中、本市の待機児童数は 39 人となっており、私立保

育所・認定こども園ではその充足率（入所児童数／利用定員）が 100％を超える園が多数あ

る中、市立保育所にあっては、保育士確保の課題や提供する保育時間が短時間のみの園があ

るなどの理由で、その平均充足率は 82.9％となっています。 

よって、近年の市立保育所の整備については、待機児童の解消を目的とし、保育室の改修

等を行い、必要な保育士数の維持・確保を行いながら、低年齢児の受入れ児童数の拡大を図

りたいと考えています（なお、砂山保育所では、令和 5 年度から、長寿命化及び低年齢児の

受入れ児童数拡大のための施設整備を行っているところです。）。 

これらのことを踏まえ、近年における市立保育所の整備計画の策定について検討いただ

くため、本子ども・子育て会議に幼児教育・保育部会を設置し、令和 6 年度中に、計画の方

向性、整備の順番と時期、一部改修や統廃合等の整備の方法や運営面も含めた、具体的な計

画について、ご協議いただきたいと考えています。 

和歌山市立保育所の今後のあり方について説明は以上です。 

 

会長 

はい。ありがとうございました。 

市立保育所の今後の在り方について部会を設置して、検討していくということでしたが、

このことにつきまして、何かご質問等ありましたらよろしくお願いします。 

 

委員 
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自分は幼稚園のことになるんですけども、出生数が、毎年 200 人くらい減っていると思

います。10 年前 3020 あったのが、今は 2200 人ぐらいしかないという状況です。待機児童

が 30 人くらいとのことですが、出生数が下がってきているのでカバーできるかなとは思い

ます。 

それと、僕の中だけの話なんですけど、保育所さんに関して、そもそも、365 日の開所が

本来である、と僕は思ってるんです。もともと設置が、保育に欠ける児童のためということ

が目的だと思うんですけども、今 365 日開所してる公立保育所ゼロですよね。新しく改修

されてっていう部分があるんだったら、365 日開所します、すべての働いてるお子さんを持

っている家庭が利用できる、保育所を和歌山市はやります、というものがあれば、いいとは

思うんですけども。 

それもなくハード面だけ強化しても、と思います。和歌山市の保育所さん、15 人とか 30

人以下の児童ばかりだと思うんです。これもっとひどいのは、公立幼稚園。もう本当にとん

でもなく人数減っていると思うんです。僕らにとってみれば、もういい加減市で持つ意味な

いと思うんです。レモン会だったかな、全国で保育所 80 くらい持ってるところがあるんで

すが。和歌山に魅力感じてなのかもしれませんが、和歌山県には、紀の川市に 1 園だけやっ

たと思います。そういうところに、もう公立は任せていく方がいいんじゃないかなと思いま

す。 

それに、申し訳ないですけど、和歌山市って、第 2 の夕張ランキング 200 位以内です。

125 位から、1 人当たりの債務 40 数万っていう市なんですよ。海南市だと 50 位くらいやっ

たと思いますけど。そういうところが、今更公共の保育所改修します、15 人の園児集める

ために、保育士対応にあたります。 

今回、公立保育所さんで、保育士の募集すごいかけていませんでしたっけ。これって、や

っぱり公務員になれるからってすごい受ける方いらっしゃると思うんです。それに合わせ

て、私立の方はもちろん、特に幼稚園なんて、もう本当ブラックなイメージしか持たれてい

ないので、もう本当 10、20 年ぐらい前だったら採用試験しますって言ったら 20 人ぐらい

の教員志望の方が、来てくれてたんですけど、今、しますって言ったところで、2 人とか 1

人とか、もうそんな状態になっています。養成校の方にもご協力はいただいているんですけ

ども、それぞれの場所を守りながらやっていってくれたらと思います。その辺、1 度考えて

いただきたいなと。 

はっきり言って、幼稚園の方の立場なんで、僕この会議ではちょっと発言控えさしてもら

うとずっと思ってたんです。全然この会議とは関係ないんですけどちょっと市の方に聞き

たかったっていう部分はありました。市民会館跡地の開発で、また幼稚園作るとか言ってる

みたいな。これ以上こども減って、しかもまた市が絡んだ幼稚園作るっていう、何を考えて

るのって思います。その辺を和歌山市さんに考えていただければと思います。 

 

会長 
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はい。率直なご意見ありがとうございました。 

そういったご意見を出していただくために部会の方を設置するということでした。 

こちらの方につきましては、よろしいでしょうか。その他ご意見等がないようでしたら、

次の議題に移りたいと思います。 

次は 4 番の特定教育・保育施設の利用定員について、事務局から説明をお願いいたしま

す。 

 

保育こども園課長 

資料 4「特定教育・保育施設の利用定員について」をご覧ください。 

「1 利用定員の設定について」、市内岡崎地区に所在する、私立幼稚園である「たちばな

幼稚園」が、令和 6 年 4 月から子ども・子育て支援新制度への意向を示されており、その下

に記載しています「利用定員の設定（予定）」のとおり、1 号定員を 270 人に設定するもの

です。現在の「たちばな幼稚園」の子どもの利用人数に合った設定であると考えます。 

続きまして、「2 利用定員の変更について」、「令和 6 年度 各特定教育・保育施設の利用

定員の変更について」ご報告するものです。 

市内高松地区に所在する、私立の幼保連携型認定こども園である「みどり幼稚園」が、現

在の 1 号定員 210 人を 60 人減員し 150 人とし、現在の、3 歳以上の保育の必要な子どもで

ある 2 号定員 34 人を 20 人増員し 54 人とし、合計 210 人とするものです。現在の「みどり

幼稚園」の子どもの利用人数に合った変更であると考えます。 

また、市内吹上地区に所在する、私立幼稚園である「ナザレ幼稚園」が、現在の 1 号定員

45 人を 10 人減員し、35 人とするものです。現在の「ナザレ幼稚園」の子どもの利用人数

に合った変更であると考えます。議題 4 の説明は、以上です。 

 

会長 

ありがとうございました。 

こちらにつきまして何か質問等よろしいでしょうか。 

続いて議題のその他についてですが、事務局の方から何かございますでしょうか。 

 

子育て支援課長 

はい 1 件ございます。 

先ほど議題（3）「市立保育所の今後の在り方について」の時にも説明ありましたが、子ど

も・子育て会議条例第 7 条の規定に基づき、2 つの部会を設置し、来年度開催予定としてい

ます。 

部会は、幼児教育・保育に関する事項ついては、「幼児教育・保育部会」を、放課後児童

をはじめ地域の子どもを支援する事項については、「放課後児童・地域子育て部会」の 2 つ

になります。各部会員の割振りについては、後日連絡させていただきます。 
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ご協力よろしくお願いします。 

 

会長 

ありがとうございます。 

先ほどの幼児教育・保育部会に加えて、放課後児童・地域子育て部会を設置しまして、第

三期の事業策定に臨んでいきたいということですので、皆様のご協力をよろしくお願いい

たします。 

では以上をもちまして、和歌山市子ども・子育て会議の議事については全て終えたと思い

ます。委員の皆様、活発なご意見、ご協力ありがとうございました。それでは、事務局の方

にお返ししたいと思います。 

 

事務局 

おかげさまをもちまして、議事はすべて終了いたしました。 

 二宮会長におかれましては、長時間にわたり、議長をお務めいただき、ありがとうござい

ました。 

 委員の皆様、ありがとうございました。 

なお、本日の会議録につきましては、後日、各委員に送付させていただくとともに、会長

の承認をいただきホームページに掲載いたしますので、よろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、令和 5 年度和歌山市子ども・子育て会議を閉会させていただきます。 

本日は、誠にありがとうございました。 


